
■大阪市
なんば駅前

・タクシーで埋め
尽くされた広場
を一夜で歩行者
空間に変身させ、
３日間の社会実
験を実施した

■松山市 ロープウェイ街
・社会実験で歩行者交通量や自動車走行速

度に効果が確認できたことから合意形成
が進んだ

実験前 実験中

実験前
実験中

①実験的に空間をつくって、体験してもらおう
車道を狭めたり、歩道でオープンカフェを開いたり。今までやったことがない新しいことを始めるときには、

その状況を想像しにくいために様々な憶測や不安が先行し、合意形成が進みません。
そんなときには、社会実験やワークショップ等を通じて目指す空間像を仮設的につくってみて、それを利用者

や関係者に体験してもらいましょう。「こういうことなんだ」「こんなことができるんだ」と目指す方向を皆が
理解し、取組を進めることができます。また、机上では気づかなかった課題や効果にも気づくことができるかも
しれません。
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■岡崎市 乙川リ
バーフロント地区
・QURUWAと呼ぶ

主要回遊動線上で
利活用アイデアを
市民・民間から公
募し、実際にそれ
をやってみる社会
実験を実施

・この取組を通じて、
QURUWAへの理
解や公共空間利活
用の機運を次第に
高めていくことと
している

■静岡市 青葉通り
・ワークショップなどで実際に空間を活用

してみる試みや講演会などから始め、次
第に地域での自発的活動に移行させてい
くこととしている

②小さく始めて、大きく育てよう
思い描く街路空間になるまでには、利用者や関係者の合意と協力が必要であり、短期間で完璧な状態に仕上げ

ることは困難です。
そのため、最初からすべてを実行しようとせず、まず小さく、できることから始めて、利用者・関係者の関心

を徐々に高めていくことが重要です。
例えば最初からすべての利用者・関係者の合意を得るのが困難な場合は、取組の趣旨に賛同する人々の小さな

集まりから始め、次第に理解を広げていくことも一案です。
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■仙台市 青葉通
・「杜の都」仙台のシンボルであるケヤキ並木を大切にし

たコンセプトや整備案とすることにより、地域の理解を
得た

■大阪市 御堂筋
・イチョウ並木は

「御堂筋を象徴
するもの」とし
て、イチョウの
移設は最小限に
する計画とした

市民意見

青葉通再生基本構想検討委員会

学識経験者

商店街振興組合

警 察

青
葉
通
の
再
生
に
向
け
て

青葉通の将来像

市
へ
提
言

H17.3

ケヤキ並木の再生をめざし青葉通の将来像について検討

ケヤキ並木，道路空間，街並み
の３つの要素を一体的に捉え，
再整備をめざす

再整備

道路
空間

ケヤキ
並木

街並み

青
葉
通
再
生
基
本
構
想

H18.3

市 民

■H16.10月 市民意識調査

■H17.2月 市広報紙「市政だより」で市民意見募集

意見反映

・
・

③地域のシンボルを合意形成に活かそう
地域の歴史や文化、または通りのシンボルとなっている並木がある地域では、地域の歴史文化を尊重したり並

木を大切にした空間構成を提案することで、合意形成が進むことも多くあります。
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■京都市 四条通
・「歩くまち・京

都」総合交通戦略
において、四条通
のトランジット
モール化をシンボ
ルプロジェクトに
位置づけている

■大阪市 御堂筋
・「グランドデザ

イン・大阪」に
おいて、道路空
間再編の整備方
針等を掲載して
いる

出典：「歩くまち・京都」総合交通戦略 出典：グランドデザイン・大阪

④やりたいことを上位・関連計画に埋め込もう
行政が取組を推進する上で、その事業や取組がどのような位置づけを持つものかはとても重要です。都市計画

マスタープランや立地適正化計画、都市・地域総合交通戦略、中心市街地活性化基本計画、グランドデザインな
どの上位計画・関連計画の策定や見直しのタイミングで、今後やりたい事業や活動をできるだけ具体的に盛り込
んでいけるよう調整しましょう。具体的な内容が盛り込めなくても、類似した事例や関連するキーワードを盛り
込んでおくことなどが考えられます。
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■北九州市 魚町サンロード
・ワークショップで商店街の描く将

来像と道路整備計画をすり合わせ
る努力をした結果、地域が主体的
に道路を活用する機運が高まって
いった

・また国家戦略特区による道路占用
事業の認定にチャレンジするなど、
行政だからこそできる取組で地元
をサポートする姿勢を見せ続けた

■松山市 花園町通り
・本事業は、市から提案した事業で

あったため合意形成は難航が予想さ
れた

・シミュレーションによる渋滞の検証
や模型づくり、交通社会実験、賑わ
いづくり社会実験など、熱心に地元
協議を続けた

⑤民間の動きに行政が呼応しよう

公共空間を地域住民にとって魅力的なものにしていくためには、まちづくりに意義のある民間の発意や取組に
対して行政機関が敏感に察知し、それらに呼応する形で支援していくことが重要です。
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■岡崎市 乙川リバーフロ
ント地区
・初期段階である平成27年

度、都市再生整備計画や
かわまちづくり計画等の
行政計画策定と同時に、
市民提案による「乙川リ
バーフロント地区まちづ
くり基本構想市民提案
書」を作成

・市民提案書はデザイン
シャレット、まちづくり
ワークショップ、官民連
携調整会議などを踏まえ
て作成され、巻末には
「市民提案の基本構想に
対する市の対応方針」が
示されている

ワークショップによる道路の整備・活用イメージ

■北九州市 魚町サンロード
・リノベーションまちづくりが進み、

道路もリノベーションしてさらに
エリアの価値を高めたいという意
識が地元側に芽生えてきた段階で
ワークショップを実施・地元と行
政とで道路整備のビジョンをすり
合わせ、この段階で地元が道路の
清掃等を行う協定も結ばれた

デザインシャレット（短期集中ワークショップ）

市民提案発表会

市民提案書に示されたマスタープラン

⑥官民連携の体制でビジョンを描き、共感しよう

思い描く街路の空間像は人それぞれに異なります。まずは、目指す空間像（＝ビジョン）を皆で描きましょう。
官と民が互いに課題やアイデアを出し合い、議論を交わしていく度に、カタチだけではない本当の官民連携体

制が構築されていきます。
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■京都市 四条通
・京都市では「歩くまち・京都」推

進本部及び部会・幹事会を立上げ
・その実行部隊として、都市計画局

内に「交通政策担当部署「歩くま
ち京都推進室」を平成20年4月に
新設した

京都市 都市計画局

部名等 課名

都市企画部
都市総務課

都市計画課

まち再生・創造推進室

都市景観部

景観政策課

風致保全課

開発指導課

広告景観づくり推進室

建築指導部

建築指導課

建築審査課

建築安全推進課

公共建築部
公共建築企画課

公共建築建設課

公共建築整備課
歩くまち京都推進室

住宅室

住宅政策課

住宅管理課

すまいまちづくり課

⑦横断チームや連絡会議で庁内に横串を通そう

街路の再構築や利活用の推進にあたっては、行政の庁内でも様々な部署が対応していく必要があります。成功
に至った事例では、部署間をつなぐチームを組織したり庁内連絡会議を開くことで、横断的な体制を構築してい
るところが少なくありません。
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行政（道路管理者）

モデル整備

地元
御堂筋沿道・千日前
通以南モデル整備区
間整備協議会

（町会、商店会、沿道
地権者団体、地元関
係団体）

関係機関

（交通管理者
等）

街路の再構築で
地域の魅力を高めたい！

地域課題の解決、
地元意見の反映

連携

■大阪市 御堂筋
・御堂筋では地元協議会と行

政が連携し、地域全体とし
て実施したい取組みである
ことを強調することで、交
通管理者をはじめとした関
係者協議をスムーズに進め
た

協議

協議会メンバー ２０人
まちづくり会社 １人
町内会・自治会 ４人
発展会 ４人
交通管理者（警察）１人
市関係部局 １０人（１０課）

■静岡市 追手町音羽町線
・追手町音羽町線空間活用検

討協議会では、地元要望に
基づき交通管理者（警察）
にも協議会に入ってもらう
ことで協議をスムーズに進
めた

街路空間の再構築・利活用について具体的に取り組む段階にあたっては、関係機関との協議・調整が必要とな
ります。その際、地元が「やりたい」という姿勢を見せること、そしてそれを行政が全面的に支える姿勢を見せ
ることによって、協議が円滑に進む場合があります。

また、協議会やワークショップなどの合意形成の場に関係する組織や機関にも参画してもらうことも有効です。

⑧地元と一体の体制をつくって関係機関と協議しよう
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■松山市 ロープウェー街
・ロープウェイ通りの当初の設計案は

一般的な設計内容にとどまり、地元
からは低い評価であった

・そこで専門家（デザイナー）を活用
した検討体制を構築。この専門家に
よる設計案は、地元の整備に対する
強い想いに応えたものとして地元と
の信頼関係ができた

■岡崎市 乙川リバーフロント地区
・MeguruQuruwa社会実験実施に至

る過程では、都市政策、ランドス
ケープや官民連携に関する専門家に
よるデザイン会議、まちのトレ
ジャーハンティングなど様々な場面
で専門家が活躍している

【デザイン会議メンバー構成】
○市政アドバイザー
（学識者、官民連携専門家）
○民間まちづくり会社
○ランドスケープ専門家
○行政

⑨各分野の専門家とタッグを組もう

専門家は、豊富な知識や技術を持つだけでなく、それを活かして市民や事業者等との信頼関係を構築する役目
も担ってくれます。また、行政では中々知り得ない民間プレイヤーの発掘も支援してくれます。専門家が担って
くれる部分は専門家に任せることで、行政は行政がやるべき部分に注力できます。
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■北九州市 魚町サンロード
・アーケード撤去費用の捻出のため、商

店街有志でまちづくり会社を設立して
収益事業を実施するとともにエリアの
価値を高める取組を実施した

・行政はその動きをサポートすることで
民間が動きやすい環境を構築している

■神戸市 KOBEパークレット
・当該地区ではもともと地元まちづ

くり協議会により道路管理活用協
定を締結し、地元が主体的に管理
や利活用をしていた

・更なる活性化につながることから、
市からパークレット設置を提案し、
実現した

■仙台市 定禅寺地区
・利活用に関するルールづくり定禅

寺通利活用方策検討委員会（H14
年度）でとりまとめた内容をベー
スに、市民マネジメント組織（ハ
ロー定禅寺村）が運営規約にて、
会計やイベント企画・運営に関す
る取決めを実施した

⑩パブリックマインドを持つ民間に任せよう

事業単体の収益だけではなく、事業や取組がいかに地域の魅力を高め、賑わいを創出し、エリア全体の価値を
高められるかという意識を持つ民間でなければ、行政に代わって公共空間を担うことはできません。

社会実験や小さな取組などを通じてパブリックマインドを持つ民間を発掘し、行政・民間・地域の信頼関係が
構築できたら、思い切って民間に任せましょう。
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官 民

神戸市 三宮中央通り
まちづくり協議会

パークレットを提案

サンフランシスコの
パークレット等を視察

■神戸市 KOBEパークレット
・神戸市では道路のリデザインを推進するため、平成26

年に市建設局職員が米国視察（サンフランシスコ等）
により、パークレット等の手法の調査を行っていた

・神戸市職員は、地元による道路活用の体制ができてい
ることや、マラソン大会などイベントへの対応、将来
的な交通体系の変化等を踏まえ、暫定型の活用手法で
あるパークレットが適していると考え、地元に提案

・地元もパークレットに賛同し、官民連携で進めていく
こととなった

参考：サンフランシスコ市計画局 “パークレット・マニュアル バージョン 2.2”, 2015

⑪積極的に視察や研修に学び、提案しよう
書籍やインターネットで事例を集めるだけでなく、先進事例の地を実際に自分の足で歩き、自分の目で見て、

現地の人々と対話することはとても刺激になります。
そして、自分で持っているだけの情報は活かされません。視察や研修で得た刺激と情報を自分のまちに持ち帰

り、行政や地元に対して提案しましょう。
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事例から得たノウハウ

①実験的に空間をつくって、体験してもらおう

②小さく始めて、大きく育てよう

③地域のシンボルを合意形成に活かそう

④やりたいことを上位・関連計画に埋め込もう

⑤民間の動きに行政が呼応しよう

⑥官民協働の体制でビジョンを描き、共感しよう

⑦横断チームや連絡会議で庁内に横串を通そう

⑧地元と一体の体制をつくって関係機関と協議しよう

⑨各分野の専門家とタッグを組もう

⑩パブリックマインドを持つ民間に任せよう

⑪積極的に視察や研修に学び、提案しよう

街路空間の再構築・利活用事例から得た11のノウハウ
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